




























































































































教育実習に関しては、私は母校の都立高校で計 16 日間行った。担当したホームルーム・クラスは 2 年 D
組であり、授業は 2 年の C 組と D 組の 2 クラスを持ち、コミュニケーション英語Ⅱを担当した。それぞれ
























られていると思った。実習先の副校長先生が実習の最終日に、“ 教員生活で楽しいことは 2 割、苦しいこと


































の子たちは、5 月や 6 月頃にはだいたいの人が内定をもらっていた。みんなが内定をもらっている中、私は















担当した科目は世界史で、2 学年の 9 クラスすべてを対象に授業をさせていただきました。担当のクラス





































































私は母校である松戸市の公立中学校へ教育実習に行きました。生徒数は 230 名 11 学級（通常学級 6 クラス、
特別支援学級 5 クラス）と市内で最も小規模な学校です。














































































































































































への 8 試論』（引田隆也・齋藤純一訳、みすず書房、1994 年、233-264 頁）において、彼女は「けっしてあ
るがままにとどまることなく、誕生、つまり新しい人間の到来によって絶えず自らを更新していく人間社会
にとって、教育は最も基本的で不可欠な活動様式の一つ」（249 頁）であると述べているが、教育者の視点
の獲得と連動しながら、教育という活動様式に対して関心を深める契機を提供することも、教職課程の隠さ
れた意味であると言える。そして学びの履歴を綴った学生の文章からは、教師になるかならないかにかかわ
らず、教育者の視点を獲得し、人間社会にとって基本的で不可欠な教育という活動様式に対する関心を深め
た者が存在することを認識できる。
最後に、多忙な時期であるにもかかわらず、自身の学びの履歴を記してくれた三宅氏、加藤氏、五味氏、
小瀧氏、小嶋氏に、心より御礼申し上げる。
